
「子どものための学校事務」９７号

全国学校事務職員制度研究会の会誌「子ど

ものための学校事務」９７号は「格差社会の

子育てと教育費・無償教育と就学援助制度の

あり方」を特集しました。

教育費の無償を考える上で『就学援助制度』

それはなくてはならない制度です。しかし、

２年前の法改正によって国の費用負担が一般

財源化されたことで認定基準を引き下げたり、

支給援助額や援助項目を減らしている自治体

が増えています。

子どもたちが平等に学ぶ権利を保障するた

めに『就学援助制度』はどうあったらいいの

でしょうか？

事務処理はわかるけど制度の中身がわか

らない。そんなあなたにこの一冊を！

気になる内容は……

★財政シンポの報告

生活保護受給者の話や各地の教育費の状況がわかります。

★就学援助制度のあり方は？

「義務教育は無償」 果たしてその根拠は？

就学援助制度の仕組み、実態と課題

生活保護制度についてもお知らせします。

「注文したい！」と思った人はこちらへ

■ 神奈川県横浜市立すすき野中学校 植松直人
〒２２５－００２１

神奈川県横浜市青葉区すすき野３－４－３
TEL ０４５－９０１－５８９６
FAX ０４５－９０４－２４３９

■ http://www.bekkoame.ne.jp/ha/seidoken/
（「制度研」で検索できます）

■ E-mail seidoken@ha.bekkoame.ne.jp
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「子どものための学校事務」って？

学校の主人公は「子どもたち」です。そ
の子どもたちが安心して通える学校を私た
ち大人がつくっていかなければいけません。
全国には様々な実践をしている仲間や、

実践があります。
子どもの声を生かした学校をつくるため

の「子どもアンケート」。その声から校務
主事や養護教諭ら教職員との共働は広がっ
ています。また、保護者から集めるお金に
悩み、使途を調べ公費化する取り組みや、
「遊具での事故をなくしたい」との思いか
ら点検方法を学び、教職員へ投げかけてい
る仲間がいます。
そんな実践や思いがたくさん詰まった会

誌です。



９７号をあなたに！

そして あなたからあなたへ！ と広げてください！

学校事務職員が学校にいることの意味は、なんでしょう？

９７号には、そのことを考えるヒントがたくさんつまっています。

給食費をはじめ学校へ納入するお金を払えない家庭が、年々増えているのに

そのことに目を向けさせず、「払えるのに払わない」にことさら焦点を当て続

ける「給食費未納問題」キャンペーン。子どもたちはどんな思いで、学校に通

っているのでしょうか。子どもにはな

んの罪もありません。

子どもたちに、そんな学校を用意

してあげたい。

そのために子どもたちの就学を保障する現行制度の仕組み、実態、そして課

題は何なのかを学び合いましょう。

９７号につづられた全国の仲間の思い、実践から学校事務職員だからこそ出

来ることを一緒に見つけましょう。

９７号を大いに活用してください！

事務研でのテキストに、職場での研修資料に

と多様に活用できます。そのために、ぜひ、あ

なたの手からまた一人また一人と９７号が広が

っていくことを願っています。

お問合せ・ご注文は、裏面の植松まで。

インターネットでも注文できます。

お金の心配をしないで、

安心して、

学校においで！


